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平成 20年度 CMモデルプロジェクト支援等の結果

 秋田県上小阿仁村

長信田交流センター建設工事

 福島県南相馬市

新図書館建設事業

 東京都足立区

西新井小学校及び中川小学校施設更新

 秋田県大仙市

北ノ沢市営住宅建設事業

 静岡県

国道１号函南高架橋建設工事

 豊田市

こまどり公園雨水調整池建設工事

 愛知県高浜市

高浜市役所耐震補強及び劣化改修計画業務委託

参考資料２
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ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（秋田県上小阿仁村）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 交流施設の建設

②工事担当部署 建設課

③担当部署における体制、技術者数 技術：0名 事務：2名 計：2名

２．工事概要

①工事名称 長信田交流センター建設工事（仮称）

②工事対象物の概要（規模、構造等）
木造平屋建て

床面積 169.62m2

③想定総事業費 総事業費 3927万円

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） 設計・施工分離、施工分離発注

３．全体スケジュール

構想

基本設計・実施設計

施工発注

施工・供用開始
●発注予定

平成20年度平成18年度 平成19年度

２．平成20年度の実施内容及び進捗

本年度は、10工種に分割された各施工業者を選定し、工事は10月末に完了した。

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、上小阿仁村か
ら要望された業務内容は、次のとおりである。
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定*

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約* ○

事業計画の作成

基本計画案の策定

設計与条件の設定*

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定*

概算工事費の検討

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他

実施設計段階のスケジュール管理

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の申請*

実施設計内容の確定*

概算工事費の算出

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング

実施

設計

その他
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

発注段階のスケジュール管理 ○

（発注方法・発注区分の決定）* ○ ○

入札予定価格の決定・予算措置* ○

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定* ○ ○

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理* ○ ○

工事の遂行* ○

発注者検査* ○

工事費の管理 ○

設計変更への対応* ○ ○

竣工・引渡し* ○

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

5月15日：プロジェクトの概要、工程等の確認を行う。

 概略工程は、6月に工事発注、10月に工事完成。
 工事は、9工種に分割発注。
 ＣＭＲの役割は、工事の発注支援。工事契約締結後は、発注者の代理人。
 工事監理は、設計者が行う。
 施工上における各工種間の調整は、分割する工種の中で、金額的な規模が最も大き

く、工期の全体にわたり工事を行うことになる木工事の受注者が行う。

8月22日：事業の進捗状況の確認、及び設計者・ＣＭＲへのヒアリングを行う。

 工事の進捗は、概ね予定通り。
 工事発注はＣＭＲの協力を得て行ったが、通常より若干期間を要した。
 各工事の受注者は分割発注の経験がなく、各種必要書類の作成に不慣れなところも

あるが、村との直接契約を喜んでいる業者もいる。
 分割発注であったため、工事間調整が十分といえない場面があった。
 ＣＭＲは、発注者側として定例会議等に参加し、適宜、発注者・設計者へアドバイ

スを提供している。
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 施設の完成前に完了する工種の検査、代金支払いについて検討が必要である。
 ＣＭＲからの意見

- 工事間調整を円滑にするためには、ＣＭＲの業務範囲を拡大するか、リーダー
役を担う受注者に、工事に従事する作業員とは別に、施工管理者を配置させる
ようにした方が良いのではないか。

 設計者からの意見
- リーダー役の至らない部分を工事監理者が補完しており、業務負荷が増えてい

る。また、意匠上のディテールを作り込むにあたり、リーダー役の力量が重要
である。

11月27日： 完工した施設の確認、及び事業の総括を行う。

 施設は完工し、供用は、既に始まっている。
 完了検査で完成した塗装工事の一部に不具合が確認され、塗装業者が塗り直しを行

った。
 ＣＭの導入により得られたものは、コスト削減ではなく、事業のプロセスやコスト

の透明化につながると考えられる。
 分割した各工事の現場管理が適切に行われるためには、各工事の施工条件をそれぞ

れ勘案し、共通仮設費や現場管理費を工事別に積算する必要がある。
 当該事業はＣＭ方式導入の第一号案件であり、ＣＭアドバイザーの支援が非常に有

効であった。
 次回ＣＭを導入するとすれば、さらに多くの地元業者に事業に参加してもらえるよ

う工夫したい。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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構想

基本設計

実施設計

●4月発注（不調）

発注準備 ●発注予定

施工発注

平成20年度平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（福島県南相馬市）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 図書館の建設

②工事担当部署 教育委員会図書館

③担当部署における体制、技術者数 技術：0名 事務：2名 計：2名

２．工事概要

①工事名称 南相馬市立新図書館建設事業

②工事対象物の概要（規模、構造等）
鉄筋コンクリート一部鉄骨造地上 3階塔屋 1階、

敷地面積 6,671.46㎡、延床面積 5,397.59㎡

③想定総事業費 22 億 4,800万円

④工事発注方式（設計施工分離、DB等）
設計・施工分離、施工分離発注（一部コストオン

方式）

３．全体スケジュール

２．平成20年度の実施内容及び進捗

ＣＭＲ、施工業者（10工種：コストオン方式）については、平成19年度に契約を完了
した。平成20年3月に着工し、平成21年8月の完工に向けて、工事実施中である。

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、南相馬市から
要望された業務内容は、次のとおりである。
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定*

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約*

事業計画の作成

基本計画案の策定

設計与条件の設定*

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理 ○

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討 ○

（工事発注方法と工事発注区分の検討） ○

基本設計内容の確定* △

（決定支援・助言）

概算工事費の検討 ○

（確認支援）

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他 ○

（VE 提案・決定支援）

実施設計段階のスケジュール管理 ○

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）
○

実施設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の申請*

実施設計内容の確定* △

（決定支援・助言）

実施

設計

概算工事費の算出 ○
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

（確認支援）

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング*

その他 ○

（VE 提案・決定支援）

発注段階のスケジュール管理 ○

（発注方法・発注区分の決定）* △

（決定支援）
○

入札予定価格の決定・予算措置*

（発注区分に応じた）施工者募集又は指

名*

△

（募集に係る支援等）

施工者への説明、施工者の決定* △

（施工者の選定・提案）
○

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

発注

その他 ○

（協定締結支援）

工事段階のスケジュール管理 ○ ○

工事の遂行* △

（発注者業務の支援）

発注者検査* △

（発注者業務の支援）

工事費の管理 ○

（確認・支援）

設計変更への対応* ○

（助言・支援）
○

竣工・引渡し* ○

（施行者への支援等）

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。
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４．支援等の記録

5月27日：プロジェクトの概要、工程等の確認を行う。

 当該事業でＣＭを導入した目的は、①事業の透明化、②地元業者の活用、③コスト
縮減の三点であり、第三者に成果を評価してもらいたいと考えている。

 全体工事は、建築・電気・設備の分離発注。
 ＣＭＲの主たる業務は、コストオン方式による建築工事の発注支援。既に、工事契

約は完了しており、コストオンの対象とした10工種では、それぞれ地元業者を活用
している。

 発注時は、コストオンの対象として13工種を設定したが、3工種は応札者が得られ
なかったため、元請ゼネコンの工事範囲となった。

 元請ゼネコンとの契約では落札者がなかなか得られず、入札を4回実施した。
 工期は、平成21年8月まで。供用開始は、その4ヵ月後の予定。

12月2日： 事業の進捗状況の確認、及び今後の事業推進に向けたアドバイスを行う。

 工事の進捗は順調。コストオン業者の施工開始は、年明けの予定。
 ＣＭＲは発注者の代理人であり、工事監理者や施工者から提出される各種

書類に対して、発注者の承認（押印）に先立つ事前審査・確認を行ってい
る。

 元請業者・コストオン業者とも、コストオン方式による工事契約の仕組み
に慣れておらず、工事開始当初、いずれも発注者からの指示に依存するよ
うな状況があったが、今は改善されている。

 参加している地元業者は、元請ゼネコンとの価格交渉ではなく、各自が見
積もりした金額で入札・契約できたことを喜んでいる。

 ただし、各種提出書類の作成や施工上の品質管理などについては、元請ゼ
ネコンに依存できないため、地元業者の自立が今後の課題といえる。

 ＣＭアドバイザーには、完工時に、ＣＭ導入の成果、及びＣＭＲの役割と
業務費とのバランスについて、評価してもらいたい。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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基本構想・基本計画書
作成

基本設計・実施設計

旧校舎解体

校舎改築工事

平成22年度平成19年度 平成20年度 平成21年度

基本構想・基本計画書
作成

基本設計・実施設計

校舎改修工事

検証

平成22年度平成19年度 平成20年度 平成21年度

ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（東京都足立区）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 小中学校の改修

②工事担当部署 教育委員会学校施設課

③担当部署における体制、技術者数 事務担当 4名、技術担当 2名

２．工事概要

①工事名称 西新井小学校、中川小学校の改築・改修

②工事対象物の概要（規模、構造等） 5000～8000m2

③想定総事業費 約 40億

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） 設計業者へ各種調査+設計＋施工監理を発注

３．全体スケジュール

●西新井小学校改築事業

●中川小学校改築事業
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２．平成20年度の実施内容及び進捗

平成19年度には、西新井小学校については、ＣＭＲ（兼設計業者）を選定し、耐力度
調査を実施した。中川小学校については、ＣＭＲ（兼設計業者）を選定し、劣化調
査、耐震診断を実施した。
平成20年度は、基本設計・実施設計が進められ、仮設工事の一部が実施され

た。

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、足立区から要
望された業務内容は、次のとおりである。

段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定*

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約*

調査 耐力度調査等各種調査 ○

事業計画の作成 ○

基本計画案の策定 ○

設計与条件の設定* ○

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理 ○

基本設計方針と設計与条件の確定* ○

許認可事項の検討 ○

工事発注スケジュールの検討 ○ ○

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定* ○

概算工事費の検討 ○

CM 報告書の作成 ○

基本

設計

CM 報告書の確認・モニタリング* ○
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

その他

実施設計段階のスケジュール管理 ○

（工事発注方法と工事発注区分に適応した

工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定* ○

許認可事項の申請* ○

実施設計内容の確定* ○

概算工事費の算出 ○

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

実施

設計

その他

発注段階のスケジュール管理 ○

（発注方法・発注区分の決定）*

入札予定価格の決定・予算措置* ○

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定*

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理 ○ ○

工事の遂行* ○

発注者検査*

工事費の管理 ○

設計変更への対応* ○

竣工・引渡し*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

5月23日：プロジェクトの概要、工程等の確認を行う。
 当該プロジェクトのＣＭＲは、入札により選定した。過度の価格競争となったよう

であり、その影響がＣＭＲの今後の業務内容に現れてくるのではないかと懸念して
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いる。
 今後の事業においては、プロポーザルが望ましいと考えている。ＣＭアドバイザー

には、今回のプロジェクトの課題から、望ましいＣＭＲの選定手法についてアドバ
イスしてもらいたい。

11月17日：昨年度の支援内容について、区とＣＭアドバイザーが再確認を行う。
 一般的にＣＭ業務の委託先としては、専門コンサルタントのほか、設計事務所や施

工会社などが考えられる。当該業務では、ＣＭＲの業務範囲に、既存施設の事前調
査、設計、工事監理も入れているため、設計を主たる業務としている設計事務所が
業務を受託した。

 区の技術者不足を補完することがＣＭを導入する目的の一つであるため、国庫補助
にかかる資料作成についての知見がＣＭＲには求められる。

 進捗中のプロジェクトの課題を把握し、将来的なプロジェクトにてＣＭＲを選定す
るための具体的な資料を、今後整理する。

12月15日：現状のプロジェクト等における課題の把握を行う。
 今回、事前調査から設計までを一括してＣＭＲへ業務委託することにより、各業務

間の連携が円滑になった。
 小学校の改修計画にかかる標準的な設計仕様書を、区として今後整備して行き、将

来的にＣＭＲへ提供できればと考えている。
 区には業者登録制度があり、ＣＭＲに該当する分野はアドバイザーと設計事務所に

なると考えられる。公募や指名をする際には、どちらの分野が適切か整理する必要
がある。

 ＣＭＲへは、本来、区の職員が行うべき業務を委託することになる。委託業務費と
その成果のバランスを合理的に説明することが、ＣＭ方式の導入に不可欠と考えら
れる。

1月19日：ＣＭＲの選定にかかる資料をアドバイザーから提出し、その説明を行う。
 一般プローザルを想定して、提案書を招請する際に必要となる一式をアドバイザー

から提出・説明し、質疑応答を行う。

2月16日：将来的なプロジェクトにおいて、ＣＭＲを導入する際のアドバイスを行う。
 プロジェクトの計画や各種の連絡調整が主たる目的であるＣＭ業務を、設計業務と

合わせて委託しているため、設計業務の成果品である設計図書を作成することにＣ
ＭＲが集中している。ＣＭ業務と設計業務は分離して、それぞれ別の業務委託とす
ることが望ましい。

 会計検査や国・都からの補助金にかかる検査の対応について、区の体制は十分では
なく、プロジェクト担当者の大きな負荷となっている。この点についても、ＣＭＲ
は大きな役割を担えると考えるが、現実には、どちらとも区の職員が直接対応する
ことが求められており、ＣＭＲの業務範囲とすることができない。今後のプロジェ
クトでＣＭＲへ業務委託をするには、その業務範囲と価値を十分に整理しておく必
要がある。
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3月5日：今後のプロジェクトについて、アドバイザーと意見交換を行う。
 区の担当者の負荷が期待通り軽減できていない面がある。業務を受注する際に行わ

れた過度の価格競争の影響が、業務の実施状況に現れてきた可能性がある。
 アドバイザーからは、ＣＭＲの業務実施状況を継続的にモニタリングし、必要であ

れば文書にて改善を促すようアドバイスがあった。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（大仙市）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 市営住宅建築工事

②工事担当部署 大仙市 西仙北総合支所 建設課

③担当部署における体制、技術者数 技術：1名 事務：4名 計：5名

２．工事概要

①工事名称 北ノ沢市営住宅建築工事

②工事対象物の概要（規模、構造等）
A 棟：延べ床面積 152.04㎡ 木造平屋建 2戸

B 棟：延べ床面積 153.68㎡ 木造 2階建 2戸

③想定総事業費 総事業費 約 5,000万円

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） 設計・施工分離、施工コストオン発注

３．全体スケジュール

平成 19年度 平成 20年度

基本設計

実施設計

CMR選定

施工

２．平成20年度の実施内容及び進捗

ＣＭＲについては、平成19年度に契約を完了した。本年度は、11工種に分割された各
施工業者を選定し、工事は12月中旬に完了した。

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、大仙市から要
望された業務内容は、次のとおりである。
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定*

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約*

事業計画の作成

基本計画案の策定

設計与条件の設定*

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定*

概算工事費の検討

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他

実施設計段階のスケジュール管理 ○

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定* ○

許認可事項の申請*

実施設計内容の確定* ○

概算工事費の算出 ○

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング ○

実施

設計

その他
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

発注段階のスケジュール管理 ○

（発注方法・発注区分の決定）*

入札予定価格の決定・予算措置* ○

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定* ○

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理 ○ ○

工事の遂行* ○

発注者検査*

工事費の管理 ○

設計変更への対応* ○

竣工・引渡し*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

5月15日：プロジェクトの概要、工程等の確認を行う。

 ＣＭ導入の目的は、①コスト削減、②地元業者の活用、③技術者不足の補完であっ
た。今では、コスト削減以外の効果が大きいと感じている。

 ＣＭＲは既に契約済みであり、現在、業務計画書を作成中。
 プロジェクトの概略工程は、7月末から8月上旬に工事発注、11月末に竣工。
 業務を集約し、効率化を図ることにより委託費が低減されることを考えて、工事監

理業務をＣＭＲに、今後、随契で発注する予定であるが、ＣＭＲと工事監理者の業
務範囲の整理が十分ではなく、委託費の低減程度についての検討が必要となってい
る。

8月22日：事業の進捗状況の確認、現状の課題等についてヒアリングを行う。

 当該プロジェクトに係る経費は、全て地域住宅交付金の対象となっており、会計検
査に備えてＣＭ業務委託費、工事監理業務費の算定根拠を整理しているところであ
る。各業務に必要とされる技術者の工数などの考え方について、アドバイスをいた
だきたい。（後日、電話・メールにてアドバイスを提供した。）
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 ＣＭＲが設定した予定価格では、各工事の一般管理費等率を、一般的な工事に用い
られる率より15％低減している。受注者の経営規模が小さいため可能ということで
あるが、そういう考え方が成り立つのであろうか。（後日、電話・メールにてアド
バイスを提供した。）

 ＣＭＲに公共調達の手続きに必要な書類作成の経験がなく、当初期待していた発注
者側の技術者不足の補完が必ずしも十分にできているとはいえない。

11月27日：完工時期に近づいた工事の進捗状況の確認、及び事業の総括を行う。

 工事発注の指名に先立ち開催した説明会には、地元業者130社あまりが出席し、そ
の半分ぐらいが競争に参加した。工事は問題なく進んでおり、予定通り完工する。

 各工事の平均落札率は90％程度であり、全体事業費としては、設計金額に対してＣ
ＭＲの業務費分ぐらいが超過しているといえる。

 事業規模が小さいとＣＭを導入することによるコスト削減効果が得られにくいで
あろう。地元業者の活用という観点からは成果があった。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（静岡県）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 高架橋

②工事担当部署 静岡県沼津土木事務所

③担当部署における体制、技術者数 技術：5名 事務：-名 計：5名

２．工事概要

①工事名称 （国）１号函南高架橋

②工事対象物の概要（規模、構造等）

鋼２３径間連続合成床版少主鉄桁橋

１，２４６．５ｍ

鋼５径間連続合成床版箱桁橋

３４３．５ｍ

５径間連続プレビーム合成桁橋

１４６ｍ×２

③想定総事業費 総事業費 1,400,000万円

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） 設計・施工分離、施工分離発注

３．全体スケジュール

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

構想・検討

予備設計・詳細設計

施工発注

施工・供用開始

２．平成20年度の実施内容及び進捗

プロポーザル方式によりＣＭ業務の発注を行う。
本年度については、用地買収と平行して下部工について順次発注をする。

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、静岡県から要
望された業務内容は、次のとおりである。
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定*

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約*

事業計画の作成

基本計画案の策定

設計与条件の設定*

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定*

概算工事費の検討

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他

実施設計段階のスケジュール管理

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の申請*

実施設計内容の確定*

概算工事費の算出

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング

実施

設計

その他
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

発注段階のスケジュール管理

（発注方法・発注区分の決定）*

入札予定価格の決定・予算措置*

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定*

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理 ○ ○

工事の遂行* ○

発注者検査*

工事費の管理 ○

設計変更への対応* ○

竣工・引渡し*

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

5月2日： プロジェクトの概要、ＣＭ導入の目的等の確認を行う。

 ＣＭ導入の目的は、県の技術者不足の補完である。8、9工区が同時に稼動する当
プロジェクトでは、発注者側の技術者で十分な体制が作れない。ＣＭＲには、そ
の部分の支援を期待している。

 4年間かけて行う当プロジェクトの成果を踏まえて、県としてのＣＭマニュアルを
整備する予定である。

 ＣＭ業務の仕様書等は、低入札価格で落札した工事の監理業務を行う際の規準に
基づき、整備した。

 ＣＭＲの選定は、公募しているプロポーザルにより行う予定であり、5月中旬には
選定できる。

6月5日： 公募したＣＭ業務へのプロポーザル提出者からのヒアリングを傍聴する。

 ＣＭＲに期待する役割は、施工監理である。特に、多工区間の施工品質を一定水
準に保つことが重要と考えている。
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 加えて、地域住民等との対応も積極的に行ってもらいたい。

2月25日： CMの受託者（社団法人建設機械化協会施工技術総合研究所）にプロジェク
トの現況についてヒアリングを行う。

 下部工の杭基礎工事（8本/基×23基の内、最初の2基分）を実施中である。
 発注者の指示に基づき、専門家の立場から技術的なアドバイスや調整を行う「発

注者支援型CM」の形態を取っている。
 情報共有システムの構築、専門的技術アドバイスの実施により、発注者からも一

定の評価を得ている。

3月9日： 函南高架橋建設工事の現場検討会に出席し、発注者、工事請負者、CM業者と
の意見交換、アドバイスを行うとともに、現場視察により工事の進捗状況等
を把握した。

 複数工区の同時施工や回転圧入式鋼管杭（エコパイル）の採用など、県がこれま
で経験したことのない工事を行っているが、ＣＭＲの技術力、ネットワークなど
多くの支援を得ている。

 現状では、ＣＭ方式が十分機能しているが、他工区の着工により工事全体が本格
化する次年度にＣＭ導入の真価が問われることになる。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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ＣＭ方式モデルプロジェクト詳細資料
（豊田市）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 雨水調整池建設工事

②工事担当部署 豊田市 建設部 河川課

③担当部署における体制、技術者数 技術：１６名 事務：３名 計：１９名

２．工事概要

①工事名称 こまどり公園雨水調整池建設工事

②工事対象物の概要（規模、構造等）
有効貯水量 6,000ｍ3

地下式円筒形 外径 25.6ｍ×深さ 27.3ｍ

③想定総事業費 総事業費 約 12億円

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） 設計・施工分離

３．全体スケジュール

H19 H20 H21 H22

詳細設計

入札手続き

土木工事

建築工事

機械設備工事

電気設備工事

２．平成20年度の実施内容及び進捗
実施内容：工事発注、土木工事（主に調整池造成工事）施工
進捗 ： 10月 入札公告

11月 入札・仮契約
12月 議会承認後、本契約
２月 工事着手
３月 調整池築造工着工

３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、豊田市から要
望された業務内容は、次のとおりである。
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定* ○

ＣＭＲへの依頼事項の選定* ○

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約* ○

事業計画の作成

基本計画案の策定

設計与条件の設定*

設計者選定・契約*

議会承認*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定*

概算工事費の検討

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他

実施設計段階のスケジュール管理

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の申請*

実施設計内容の確定*

概算工事費の算出

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング

実施

設計

その他
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段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

発注段階のスケジュール管理

（発注方法・発注区分の決定）*

入札予定価格の決定・予算措置*

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定*

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理 ○ ○

工事の遂行* ○

発注者検査* ○

工事費の管理 ○

設計変更への対応* ○ ○

竣工・引渡し* ○

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

7月18日：プロジェクトの概要、ＣＭ導入の目的等の確認を行う。

 ＣＭ導入を検討している２件あり、いずれも河川課の工事である。１つはＮＡＴＭ
工法で構築するトンネル、もう１つはニューマチックケーソン工法で構築する雨水
調整池である。

 どちらの工事についても、監理できる技術者が市に十分にいないため、ＣＭを導入
し外部からの技術的な支援を得たいと考えている。

9月22日：ＣＭＲ公募に向けた資料について打合せを行う。

10月29日：豊田市ホームページにて、公告を掲載する。

（記録：㈱三菱総合研究所）
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ＣＭアドバイザー派遣詳細資料
（愛知県高浜市）

１．事業概要

１．基本情報

①工事対象 市役所庁舎

②工事担当部署 行政管理部文書管理グループ

③担当部署における体制、技術者数 技術：０名 事務：２名 計：２名

２．工事概要

①工事名称 庁舎耐震改修工事

②工事対象物の概要（規模、構造等）

鉄骨鉄筋コンクリート造

地下１階地上５階塔屋２階

延床面積 ７，６７３．６５㎡

③想定総事業費

④工事発注方式（設計施工分離、DB等） ＤＢを予定

３．全体スケジュール

平成２０年９月定例会 ＣＭＲ業務委託、耐震補強及び劣化改修計画業務委託補正予算可決

平成２０年１１月までにＣＭＲ業務委託契約

平成２１年１月 耐震補強及び劣化改修計画業務委託発注

平成２１年度 耐震補強及び劣化改修計画業務委託完了

平成２２年度以降 耐震工事発注

２．平成20年度の実施内容及び進捗

市庁舎耐震改修工事発注に係る耐震補強及び劣化改修計画業務委託を発注する。
この業務委託を発注するためのコンストラクションマネジメントを行う。
現在、耐震改修についての工法が決定されていないため、工事発注するための施工余条

件の整理、工期設定等を業務委託する。この業務は債務負担行為により平成２１年度中に
成果を求める。そして、この結果を踏まえ、平成２２年度庁舎耐震改修工事を発注するた
めの仕様作成等に入る。したがって、工事を発注する際には、実施設計、工事発注、工事
についてのＣＭＲの選定を行う予定である。
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３．ＣＭの業務内容及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容

ＣＭの業務内容、及びＣＭ方式モデルプロジェクトの支援内容として、高浜市から要
望されている業務内容は、次のとおりである。

（該当する黄色セル部分に○を記入）
段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

事業及び運営手法の検討

概算事業費の試算

事前

検討

概略事業スケジュールの設定

ＣＭ方式導入決定*

ＣＭＲへの依頼事項の選定* ○

ＣＭ予算検討・措置*

CM

導入

ＣＭＲの選定と契約* ○

事業計画の作成 ○

基本計画案の策定 ○

設計与条件の設定* ○

設計者選定・契約* ○

議会承認* ○

CM 報告書の作成 ○

CM 報告書の確認・モニタリング* ○

基本

計画

その他

基本設計段階のスケジュール管理

基本設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の検討

工事発注スケジュールの検討

（工事発注方法と工事発注区分の検討）

基本設計内容の確定*

概算工事費の検討

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

基本

設計

その他

実施設計段階のスケジュール管理

（工事発注方法と工事発注区分に適応し

た工事施工会社の選定方法の検討）

実施設計方針と設計与条件の確定*

許認可事項の申請*

実施

設計

実施設計内容の確定*



28

概算工事費の算出

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング

その他

段階 業務フロー CMR CM アドバイザー

発注段階のスケジュール管理

（発注方法・発注区分の決定）*

入札予定価格の決定・予算措置*

（発注区分に応じた）施工者募集又は指名*

施工者への説明、施工者の決定*

工事請負契約の締結*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

発注

その他

工事段階のスケジュール管理*

工事の遂行*

発注者検査*

工事費の管理

設計変更への対応*

竣工・引渡し*

CM 報告書の作成

CM 報告書の確認・モニタリング*

工事

その他

注）*印の項目は、発注者が行う業務をCMR及びCMアドバイザーが支援することを意味する。

４．支援等の記録

5月21日：プロジェクトの概要、ＣＭ導入の目的等について確認を行う。

 市庁舎の耐震改修計画を進めるに当り、その知見のある技術者が庁内にいないた
め、ＣＭを導入して外部からの技術的な支援を得たいと考えている。

 昨年度から庁内で耐震改修に関する検討会を続けてきたが、まだ、結論付けがで
きていない。補正予算の編成に間に合うよう、９月末までにはＣＭ導入の方向性
を出したいと考えている。

10月24日：ＣＭ業務の調達に向けた打合せを行う。

 補正予算にて、ＣＭの導入が承認されたため、本格的に事業を進めたい。概略の
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工程を、平成20・21年度に基本設計、平成22年度に実施設計、平成23年度から3ヵ
年で工事施工と考えている。

 ＣＭＲへ期待することは、基本設計段階の技術的支援である。
 設計業務は、別途、委託する予定である。耐震改修工法の検討や設計者への技術

的指導を、市の技術者に代わってＣＭＲに担ってもらいたいと考えている。
 年内にはＣＭＲを選定し、引き続き、基本設計者の選定を年度内に行う予定。

11月11日：ＣＭＲ公募に向けた資料について、打合せを行う。

12月1日：高浜市ホームページにて、公告を掲載する。

12月12日、平成21年1月9日：提案評価に関する打合せを行う。

1月26日：ＣＭＲとの第1回打合せを行う。

（記録：㈱三菱総合研究所）


